
    講演会のご案内 
◆ 当協会の会員でない方も参加できます ◆ 

 

テ ー マ  パラダイム転換を迫られる日本の資産運用ビジネス  
    －グローバルな視点から見た日本の資産運用ビジネスの課題－  
講 師  堀江

ほ り え

 貞之
さだゆき

 氏  
 野村総合研究所 金融市場研究センター 上席研究員 

日 時  平成 22 年 9 月 10 日（金）16：30～18：00（受付開始 16：00） 

会 場  日本証券アナリスト協会・第 1セミナールーム（東証ビル 6階） 

 （東京都中央区日本橋兜町 2-1 東京証券取引所ビル 6階）地図  
参 加 料  当日会場にてお支払い下さい。 
（消費税込）  1,000 円： 日本証券アナリスト協会 

検定会員（CMA）、国際公認投資アナリスト（CIIA）、一般会員（当協会 

個人会員）、法人･賛助会員の役職員、検定会員補（CCMA）、通信教育講座

受講者、IR クラブメンバー、大学生 

      無  料 ： 前記の方のうちで首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県） 
以外に居住される方。ただし、勤務先が首都圏の方を除く。 

 3,000 円： 上記以外の方 

（参加者区分が不明の方はお問合せ下さい。） 

申込方法 ＜ホームページからお申込みの方＞ 

 お申込みはこちらをクリックし、該当講演会の「受付中」をクリックして下さい。 

     参加申し込み完了メールを「参加証」として印刷し、当日は東京証券取引所ビル 1階受付 

     (警備員)に提示のうえ、6階会場受付に提出して下さい。 

マイページに登録（ID・パスワード取得者）している方は、マイページからお申込み下さい。 

 ＜FAX でお申込みの方＞ 

ホームページからプリントアウトした申込フォームに記入し、協会事務局あて FAX して下

さい。当日は FAX 済用紙を上記の「参加証」と同様の取扱いでご提示・提出して下さい。 

    問合せ先：日本証券アナリスト協会 セミナー担当 
         FAX 03-5640-4529 TEL 03-3666-1515 

平成 22 年 9 月 3 日（金）までにお申込み下さい。 

 環境が大きく変わる中での資産運用ビジネスに関して、野村総合研究所の堀江貞之氏から次のようなお話をいただ
きます。 

「現在の資産運用ビジネスが抱える課題が何かを明確にするとともに、課題解決のためのパラダイム転換に必要な施策
について提示したい。 

①成長軌道に戻る投信ビジネスと顧客への付加価値付与という課題 
②成長が期待出来ない年金ビジネスでのソリューション提供の必要性 
③中長期的には有望な金融機関ビジネスと短期的課題の克服に向けて 
④グローバルな視点からみた運用会社へのアドバイス                                    」 

◆講師略歴◆ 

堀江 貞之氏  
1981年神戸商科大学管理科学科卒業。同年４月、野村総合研究所入社。東京研究本部、NRI－America、資産
運用研究室長、野村投資顧問クオンツ運用室長、野村アセットマネジメントIT第一運用室長等を経て現職。
この間一貫して資産運用にかかわる定量分析、コンサルテーション、実際の資産運用業務に従事。主な論文
に、「資産運用会社の『深層の運用能力』」（『知的資産創造』2005年７月号、野村総合研究所）、「長期
投資家のためのリターン向上の条件」（『ファンドマネジメント』2007年新春号、野村アセットマネジメン
ト）、「金融危機後の機関投資家の投資責任は何か―長期の企業価値向上における投資家責任の重要性の高
まり―」（価値創造ERM学会、2010年1月）等がある。 

http://www.saa.or.jp/seminar/news/pdf/f6_kaigisitu.html
http://www.saa.or.jp/apps/seminar/SeminarShowList.do

